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(1) 初 め に
東洋の美術工芸がヨーロッパに直接影響を及ぼした事例は,2回ある,と
富われる(1).2回日は19世紀後半の ｢日本趣味｣(ジャポニスム)で,日本の
浮世絵版画が印象派の絵画に刺激を与えた.1回目は17-18世紀のいわゆる
｢中国趣味｣(シノワズリー)で,中国と日本の磁器が主役であった.この場
令,日本の磁器は,肥前鍋島藩領有田 (佐賀県)で生産され,長崎出島を経
由して,オランダ東インド会社によって輸出された (この肥前磁器は,標出
港-伊万里の名称から伊万里焼と呼ばれた).｢中国趣味｣の時代にヨーロッ
パで最初に磁器 (硬質磁器)を生産したのが,ザクセン選帝侯フリー ドリ
ヒ･アウダスト一世 (アウダスト強健侯(2) によってマイセソ城に創設され
たマイセン磁器製作所であった.しかも,その初期には,肥前磁器 (とくに
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｢柿右衛門様式｣と ｢古伊万里様式｣の五彩磁器)が模造された.ここに,
日本-ザクセン文化交流史の一面が兄いだされる.本稿は,近世肥前磁器と
初期マイセン磁器との関連を考察する試みである.
ザクセン経済史の狭い分野を専攻してきただけで,陶磁史の門外漢である
私が,盲蛇に怖じずの喰えのとおりに,上記の困難な問題に取り組んだため
に,本稿の記述は多くの誤りを含むであろう.先学諸氏のご教示をお願いし
たい.また,陶磁史には専門用語が多いが,本稿では,専門用語は最小限に
とどめ,使用する場合には,私に理解が容易な用語を用いた.例えば,彩飾
に関して,白地に青色の文様の粕下藍彩は,染付ではなく,青花とし,さま
ざまな色で文様が描かれた和上多彩は,色絵ではなく,五彩(3)とした.さら
に,中国 ･越州窯に始まる施粕焼物を,青磁と表記し,随 ･唐代に成熟し
た,いわゆる白磁以後の高火度日色素地の焼物を,白磁器 ･青花磁器 ･五彩
磁器と表現した(4).最後に,対象とする中国磁器(5)ぉよび日本磁器は,民間窯
の製品に限定した.換言すれば,北宋から南宋,明を経て,清に至る,中国
諸王朝の官窯磁器,および,日本の鍋島藩窯製品 (鍋島焼)は,考慮しな
かった.なぜなら,陶磁専門家によって気品絶妙と絶賛される宋官窯青磁,
あるいは,超絶技巧の清官窯五彩磁器 (粉彩磁器を含める)などの中国官窯
製品は,原則として皇帝とその周辺で用いられる御器(6)であり,和風の唯美
と評価される鍋島青票製品は,主として徳川幕府 ･諸藩-の献上品 ･贈答品
であって,これらは,ヨーロッパを含む外国には,輸出されえなかったから
である.
本稿の執筆に当たって,また,文献目録の作成と文献(7)の閲読に関して,
内外の多くの研究者 ･図書館 ･博物館の教示 ･協力を得た.とくに,関口広
次氏,ドレースデン磁器博物館とホ-エソベルクのドイツ磁器博物館,およ
び,ザクセン州立図書館,マイセン市立図書館,州立 ドレースデソ美術館群
中央図書館,バイエルン州立図書館と岡山大学経済学部資料室に対して,潔
く感謝する(8).
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(症)
(1)それに一定の役割を果たしたザクセン出身者,17世紀の長崎商銀長ワ--ナ-ル
(ツァヒャリーアス ･ヴァ-グナー)と19世紀の東京大学理学部教師クル ト･ネットー
については,松尾 1998(ち),pp.133-135,149-150を参照されたい.
(2)このザクセン選帝侯フリードリヒ･アウダスト一世 (あるいは,アウグスト強健侯.
在位1694-1733年)は,ザクセン選帝侯よりも在位期間が短いポーランド国王として
は,アウグスト二世 (あるいは,アウグスト強健王.在位1697-1704,1709-33年)で
ある.国王在位期間が短い理由は,彼が,第1に,ザクセン選帝侯となって3年後に,
ポーランド国王となり,第2に,対スウェーデン北方戦争の初期の5年間,ポーランド
王位を逐われていたからである.この君主を私は本稿において,ザクセンとの関連でア
ウダスト強健侯と記す.ザクセンが王国 (したがって,その君主が国王)となったの
は,神聖ローマ帝国が崩壊した1806年である.ポーランド国王アウグス ト二世-強健
｢王｣(すなわち,ザクセンのアウグスト強健 ｢侯｣)としばしば混同されるポーランド
国王アウダストー 世とは,ジギスムソドニ世アウダスト(在位1530-72年)を指す.単
にザクセン選帝侯アウグストと言えば,ザクセンで ｢国父アウダスト｣と呼ばれ,対外
的にもザクセンの政治的地位を高めた,16世紀の強力な君主 (在位1553-86年)を指
す.この君主以後に正式にアウグストを名乗る君主は,ザクセンには存在しない.ザク
セン選帝侯アウグスト一世あるいは同二世という君主は,いないのである.ザクセソ国
王アウダスト一世あるいは同二世も同様である.アウグス7.強健侯の後継者は,ザクセ
ソ選帝侯フリードt)ヒ･アウダスト二世 (ポーランド国王としてはアウダスト三世.荏
位期間はいずれも1733-63年)である.敢えて繰り返すが,ポーランド国王としての両
者の名前は,アウグスト二世 .三世であって,フリード1)ヒ.アウダスト一世 ･二世で
はない.ザクセン選帝侯としての名前とポーランド国王としての名前は,紛らわしいけ
れども,異なるのである.アウダスト強健侯は,マイセン磁器製作所の初期の製品に
｢国王アウダスト｣(AR-AugustusRex)の窯印を付けさせたとしても,エルベ川中
流域におけるドイツ人の支配の最初の拠点として10世紀前半に建設されたマイセン城
(したがって,マイセンは,ザクセンの単なる-小都市ではなく,ザクセン発祥の地で
ある)を含むザクセンに関しては,選帝侯であり,国王ではなかった.マイセン磁器の
窯印として間もなく採用されて有名となった ｢青い双剣｣は,ザクセン選帝侯の紋章か
ら取られたもので,ポーランド王位とは関係がなかった.マイセン城に設置されたマイ
セン磁器製作所は,七年戦争 (1756-63年)の敗北の結果としてザクセン選帝侯がポー
ランド王位を失った後にも,ザクセン選帝侯 (1806年以後は国王)の直営のまま存続し
た.また,｢アウグスT.一世｣(アウダスト強健侯- 松尾)が ｢ザクセン選帝侯であり
プロシア国王であった｣,との記述 (西田1990,p.116)も見られるが,アウグス7.強健
侯 (とその後継者)がプロシア (プロイセン)国王を兼ねたことは,一度もない.ザク
センとプロイセンとの同君連合が成立していたとすれば,第二次シュレージエソ戦争
および七年戦争の際に,フリードリヒ大王下のプロイセンは,(プロイセン王立)ベル
リーン磁器製作所のために,マイセン磁器製作所に甚大な被害を与えることなく,マイ
センの技術をそれ以前に平和的にベルリーンに移転していたであろラ.このマイセン
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磁器製作所の創始者,ザクセン選帝侯71)-ド1)ヒ･アウダスト一世 (アウダスト強健
侯)の名前は,陶磁史文献にしばしば不正確に記されている.このことが本稿執筆の動
横の一つである.
(3)五彩の粕上装飾方式で発色する色彩は,粕下顔料による色以外の ｢多くの色｣であっ
て,｢常に5色｣とは限らない.それに対して,三彩は,色粕を素地に直接施す技法であ
る.
(4) ｢青磁｣をセラドンと表現して,｢磁｣を用いない用語法は,欧米の磁器概念に基づけ
ば,一貫性を持っていると考えられるが.本稿は′東アジアに伝統的な用語法に部分的
に従ったわけである.この点に関連して,門外漢の私から陶磁史専門家への要望をここ
に記しておきたい.それは,蘇科装飾の焼物が磁器である場合には,単に ｢染付 (育
花)皿｣ないし ｢色絵 (五彩)皿｣と記すのではなく,｢染付 (青花)磁器皿｣ないし
｢色絵 (五彩)磁器皿｣と明記し,××窯産の焼物,あるいは,遺跡出土焼物の破片に
ついては,××窯産 ｢陶磁｣あるいは ｢陶片｣と記すのではなく,××窯産磁器あるい
は磁券破片 (磁片)と明記して頂きたい,ということである.その上で,磁器の定義な
いし起源 (原始磁器説 ･青磁説 ･白磁説)を付言して頂きたい.つまり,陶磁器につい
て,中国学界の陶器 ･磁器二分法に従うのか,欧米流の,拓等を1項目とする区分法を
取るのか,それ以外の分類法を選ぶのか,を明確にすることを要請したい.ヨーロッパ
では近世以後,製法未知の磁器が東アジアから大量にもたらされた結果として,ポーセ
リンなる新造語が生み出され,高価な磁器は従来の焼物とは明確に区別された.日本で
は,中国青磁の模造から磁器の創始まで700年もの期間が必要であったにもかかわら
ず,焼物が一般的には瀬戸物,せいぜい××境と表現されており,妬器なる新造語が,
明治末年に窯業工学で選定されてからも,陶磁器の区分 ･用語法が厳密でない.私は,
中国 ･日本 ･ヨーロッパの磁器生産 ･交易を調査しはじめて,まず磁器の用語法の問
題で壁に突き当たった.私はこの経験から,陶磁史専門家が,他の分野の歴史研究者
の,陶磁史への接近を支援されることを,お願いする次第である.
(5)矢部 1992によれば,明･清代における中国陶磁器生産の本流 (青花 ･五彩磁器)と離
れた,例外的な焼物があった.中国南部 ･江蘇省の宜興窯が製作した,小型無粕妬器
(有蓋江器など)である.これは,微細であるが,鉄分の多い粘土を用いた,茶褐色か
ら紫褐色を皇する作品で,輸出品としても珍重された.茶褐色の製品の焼成温度は約
900度で,紫褐色のそれは約1100度であった.矢部 1992,pp.462-464.中国学会 1991に
よれば,宜興窯の原料土はカオリン一石英一雲母型で,焼成温度は1100-1200度であっ
た.晴代の宜興業は日用陶器の最も重要な産地の一つであった.中国学会 1991,pp.
351-353,388-390.清朝期に関するカー1983によれば,宜興窯の製品は ｢竜窯｣で生産
された.ガラスのような輝きは宝石細工用の研磨器の使用によって得られた.粕が施さ
れる場合もあった.カー 1983,pp.220,222.
(6)ただし,矢部 1992によれば,15世紀初め以後,明朝皇帝は,外交関係を進展させるた
めに,諸外国の支配者に大量の官窯磁器を贈与した.永楽代 (1403-24年)および正徳
代 (1506121年)の官窯様式青花磁器が,TtJレコ･トプカブ宮殿の収集品とイラン･ア
ルデビル霊廟の伝世晶 (1611年献納)に確認されるが,それらは外国王朝への贈与品の
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例である.なぜなら,明朝官様器皿の民間流出は当時はまだ厳禁されていたからであ
る.官様磁器の象徴であった年款銘を,民間窯が書き込みはじめるのは,明朝が権威を
低下させていく嘉晴代 (1522-66年)からであった.矢部 1992,pp.303,328-334,
356,3631364.中沢 ･長谷川 1995によれば,明朝 ･永楽代 ･富徳代 (1426-35年)の官
様青花磁器の外国伝世品は,景徳鋲の官窯で焼成された.中沢 ･長谷)I[1995,pp.
118,123,133.中国学会 1991によれば,すでに1383年に洪武帝はタイなど東南アジア
3国に,それぞれ1万9千点の磁器を贈与した.前後7回,1405-33年の鄭和の大航海
の際には,中国の青磁と青花磁器は諸外国で大変に珍重された.中国学会 1991,pp
363-364.
(7)日本の展覧全図鐘の解説論文は論拠として本稿に引用されない.ドイツの主要な展
覧会図掛 ま,図書として書店で入手可能であり,ドイツの図書館に所蔵されている.絶
版の場合,私はそれらを図書館間国際貸借によって閲読した.それに対して,日本の展
覧会図録は書店で入手可能でなく,日本の図書館にも所蔵されていない.そのために,
ザクセン史の研究に40年携わってきた私は,日本の図録の解説論文の引用を蹄博せざ
るをえないのである.
(8)ザクセン州立ドレースデソ美術館群の一部をなす ドレースデソ磁器博物館は,膨大
な陶磁器を収蔵しているが,そこの近世肥前磁署は,周知のように質量ともに世界有数
のものである.また,有田町は,日本とヨーロッパにおける磁器生産発祥地CJ縁によっ
て,1979年からマイセン市と姉妹都市の関係にある.この友好関係を築くに当たって,
故鍋島直紹 ･元佐賀県知事が決定的な役割を果たした.そのために,鍋島元知事の記念
碑がマイセン市の ｢有田の森｣に建立され,また,肥前磁器史の研究-の寄与によっ
て,同氏はドレースデソ工業大学から名誉博士号を授与された (同大学が歴代の名誉博
士の経歴を再調査するに当たって,私は同大学から鍋島元知事の経歴調査を最近依頼
された.なお,同氏の父,直純は,1912-14年にクーラント林業大学に留学しており,
後者の大学は現在ではドレースデン工業大学に編入されている).そこで私は,ドレ-
スデソ磁券博物館 ･マイセソ市との間の一層の学術的交流を,佐賀県と有田町の関係
機関に要望したい.
それに関連して,ドレースデソ磁器博物館館長ピーチュ氏の近業 (Pietsch1996)に
示されている近世肥前磁器 (特記しない場合には,五彩磁器あるいは青花 ･金彩併用五
彩磁器)の様式名称 ･製作年代を.私が知りえたかぎり,日本語の陶磁関係書における
それと対比させてみる.まず同書巻末図版の磁器を,次に本文中の挿図の磁器を取り上
げる (最後の3点は例外).その場合,東アジア陶磁器を示すドレースデソ磁器博物館
登録番号P.0.(マイセン窯磁器などヨーロッパ陶磁器の記号はP.E.)は記すが,｢日本
宮殿｣陶磁器番号,いわゆるヨ-ネウム番号は付記しない.なぜなら,後者の番号は,
薄くなって判読不可能な場合や,記されていない場合があるからである.
(a)1690-1700年頃の ｢日本 ･花枝文貼り付け注器｣(S.67,Abb7[窯名は明記されて
いない.高さ11.5czn,P0502])- ｢(有田)色絵貼花牡丹文花紐蓋付小水注｣(有
田･マイセン 1989,図42[1690-1730年代,P0502]).なお,Reiche11980,S.
100,図70u.S.151(P.0.502)では,苛薬花枝文貼り付けである.ドレースデソ磁器博
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物館によれば,この注器は肥前磁器である.これの類似品が,｢日本 ･色絵花文水差｣
(英国学会 1994,p209,図210[1690-1720年頃,P.0.503]) ｢(有田)色絵貼花牡
丹文花紐蓋付小水注｣(有田 ･マイセン1989,図42[1690-1730年代,P0.503])であ
る.
(b)1700年頃の (青花磁器)｢有田 ･烏龍付き瓶｣(S,74,Abb.14[高さ54.1czn,P.0.
3801])- これは,｢(有田)染付牡丹雲竜文鳥寵形耳付花器｣(古伊万里 1975,図49
[同書,pp.224,iによれば,17世紀末,高さ53cm,部分的な漆 ･金箔加工,P.0.
5177])に,器形も文様も酷似している.(英国学会 1994,p.67,挿図17,｢(日本)磁
器花瓶｣[1700年頃,烏龍付き,高さ52cm,P,0.5181]の名称は,ここでは問題になら
ない.)
(C)1690-1700年頃の ｢有田 ･司馬温公装飾八角皿｣(S.75,Abb14[口径23.7cm,
P.04771].ここに,マイセン窯模倣品,｢司馬温公装飾十二角皿｣[1725-27年頃,口
径25.3cm,P.E.5219]も掲載されている)- 祖形は,｢(柿右衛門様式)司馬温公図八
角皿｣(英国学会 1994,p.152,図122[1770(1670の誤植であろう)年頃,口径20.4
cm]);｢(柿右衛門様式)司馬温公襲割囲八角皿｣(矢部 1989,図50[17世紀後半,荏
23.3cm]);｢(柿右衛門様式)色絵唐子図八角鉢｣(西田 1977,図52[口径23.8cm,く出
光美術館)]),など.なお,マイセン窯模倣品は,｢柿右衛門様式司馬温公賓割図十二角
皿｣(古伊万里 1975,図108[同書,p.iiによれば,P.E.5219])である.
(d)1670-90年頃の ｢有田 .柿右衛門装飾酒瓶｣(S.77,Abb,17[高さ21.5cm,P.0.
4766])- ｢色絵梅文 (柿右衛門様式 ･梅重文)方瓶｣(英国学会 1994,p.145,図
111[17世紀後半,高22.2cm]):｢(柿右衛門様式)色絵梅秋草文角徳利｣(矢部
1979,p.61,図143[高21.8cm]).
(e)1730年頃の ｢マイセン窯 ･柿右衛門様式有蓋壷｣(S.78,Abb.18右 [高さ31皿,P.
E.6774aノb])- ｢色絵弓薬牡丹鳳風囲六角蓋付壷｣(古伊万里 1975,図106[同
書,p.iiによれば,P.E.6774a/b]).その祖形は,｢(柿右衛門様式)花鳥文六角蓋
付壷｣(矢部 1989,図38[17世紀後半,高さ約31C皿]);｢(柿右衛門様式)色絵花鳥文
六角壷｣(西田 1977,図43[(ヴィクトリア ･アルバート博物館)]),など.
(f)1730年頃の ｢マイセン窯 ･柿右衛門様式有蓋壷｣(S.78,Abb.18左 [高さ30.9cm,P.
E.651])- その祖形は,｢(柿右衛門様式)色絵梅樹人物文六角壷｣(林産 1993,図
16[(富士美術館)]);｢(柿右衛門様式)花鳥人物文六角蓋付壷｣(矢部 1989,図37
[17世紀後半,高さ約31cm]);｢(柿右衛門様式)色絵梅樹人物図六角壷｣(西田
1977,図42[(富士美術館)]);｢(柿右衛門様式)色絵花鳥唐人囲六角蓋付壷｣(古伊万
里 1975,図26[同書,p.iによれば,17世紀第4四半期,P.0.5663]),など.
(g)1700年頃の ｢有田 ･赤竜装飾皿｣(S.79,Abb.19[口径25.3cm,P0.4790].ここ
に,マイセン窯模倣品 [1728年頃,口径22.2cm,P.E.1175b]も掲載されている)-
｢(柿右衛門様式)色絵双竜鳳風文皿｣(矢部 1989,p.113,挿図43[17世紀後半,荏
25.3cm].これは単色写真であるが,同書,同ページ,挿図44に,マイセン窯模倣品 [径
24.5czE,(出光美術館)]が掲載されている).この皿の意匠と赤色 ･金彩のみによる上
絵付けは,｢マイセン窯 ･色絵竜鳳展図宝尽文平大鉢｣(古伊万里 1975,図141[同書,
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pp.241,ivによれば,1740-45年鼠 径43cm,高6.9cm,｢赤竜装飾｣,P.E,5441])と
同じである.
(h)1660-70年頃の ｢有田 ･瑠璃粕金彩荘器｣(S.80,Abb.20左 [高さ16.6cm,P0.
462])r Reiche11980,S.103,図73u.S.151(1660-80年頃,P.0.462)では,｢藍
地赤色金彩｣と表現されている.これの器形は,｢(日本)色絵菊唐草文水差｣(英国学
会 1994,p.208,図207[1690年頃,高16cm])にかなり類似している.
(i)17世紀末-18世紀初の ｢有田 ･柿右衛門装飾八角鉢｣(S81,Abb.21[高さ11cm,口
径24.1cm,P.0.4769])- ｢(柿右衛門様式)色絵梅花鳥図竜文八角鉢｣(古伊万里
1975,図30[同書,p.iによれば,17世紀末,高さ11cm,口径25.6cm,P.0.4769]).こ
れは,｢(柿右衛門様式)色絵花鳥団竜文 (八角)鉢｣(林屋 1993(a),p.59,図112[同
書,p.89によれば,高さ11cm,口径24.3cm,見込み中央は飛鳳の丸文]);｢乳白磁伊万
里色絵花鳥竜丸文 (八角)菓子鉢｣(今泉 1987(a),p3,図12,p.134[高11cm,荏
24.3cm])および ｢(柿右衛門様式)色絵花鳥団竜文八角鉢｣(西田 1977,図49[同書,
p,71によれば,高さ11cm,口径24.3cm,見込み中央は飛鳳の丸文])に酷似している.
(j)17世紀末の ｢有田 ･(赤獅子文)柿右衛門装飾皿｣(S.82,Abb.22左 [口径18.9cm,
P.0.5253])- この鳳風 (中心部)竹牡丹虎 (縁辺部)文皿を寡聞な私は兄いだすこ
とができなかった.中心部の鳳風文は,図柄と色彩が少し異なるけれども,｢(柿右衛門
様式)花鳥鳳風文深向付｣(矢部 1989,図71[18世紀,口径11.3cm,(東京国立博物
館)])にある.皿の彦辺部の青花併用牡丹石橋二如ま,｢(柿右衛門様式)色絵山水文皿｣
(林屋 1993(a),p.63,図136[口径25.4cm])に見られる.ここで問題の皿 (j)紘,
石橋に代えて,特徴的な竹と,これも特徴的な,長い尾を持つ虎とを,文様 (牡丹は同
じ)としている.
(良)1700年頃の ｢有田 ･粕下藍彩竹虎文皿｣(S.82,Abb.22右 [口径18.5cm,P.0.
1669])- ｢染付竹虎松竹梅雲竜図輪花形皿｣(古伊万里 1975,図132[同書,pp
240,ivによれば,意匠 ･形状 ･表裏の模様ともに,柿右衛門様式に準じた作品,
P,0.1669]).同一意匠の作品として,｢(柿右衛門様式)染付竹虎獅子竜文輪花皿｣(栄
田コレクション 1997,p102,図129[1670-1700年代,口径21.5cm])がある.
(1)1728年作 ｢マイセン窯 ･黄獅子装飾皿｣(S.83,Abb23[口径22.8cEl,P.E 1223
e])一 これの忠実な祖形を私は知らない.この丸皿に最も近い作品は,｢(伊万里 ･
柿右衛門様式)色絵竹虎文菊花形皿｣(矢部 1979,p.56,図132[口径28.1cm])と ｢伊
万里 (柿右衛門様式)色絵梅樹竹虎文菊花形皿｣(矢部 1978,p.173,図167[17世紀後
半,口径28.3cm])である.丸皿 (1)と菊花形皿の構図は同じであるが,マイセンの器
形は,伊万里の菊花形を円形に単純化している.- かつて ドレースデソの ｢日本宮
殿｣には,有田の青花磁器 ･五彩磁器 ｢虎と植物 (竹 ･梅)｣文の皿や器物が数百点あ
り,マイセンで模造された (Pietsch1996,S.35).ドレースデソ磁器博物館によれば,
同館は ｢柿右衛門様式｣竹梅虎文皿を現在所蔵していない.そのために,この皿の祖形
として,所蔵品の (j)と (k)が掲げられたのである.
(m)18世紀初の ｢有田 ･献上伊万里装飾十二角鉢｣(S84,Abb.24[口径23.8cm,高さ
6.3cm,P.0,4788].ここに,マイセン窯模倣品 [1730年頃,口径24.3cm,高さ6.3cm,
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P.E.5377]も掲載されている)- ｢(型物古伊万里)色絵双鳳牡丹文鉢｣(西田
1978,p.200,Fig.108[口径24.9cm],これは単色写真であるが,同書,同ページ,
Fig.109に,マイセン窯模倣品 [口径25.1cm,(ドレースデン磁器博物館)]が掲載されて
いる).マイセン窯模造品は,｢染錦鳳風図牡丹唐草四万割地文十二角鉢｣(古伊万里
1975,図115[同書,p.iiによれば,P.E.5377])である.なお,｢型物｣とは,型押し
成形法による製品ではなく,伊万里 ｢金欄手｣-青花五彩金彩肥前磁器の最高峰という
定評のある作品 (矢部 1994,p.418),の意味である.
(n)18世紀初の ｢有田･献上伊万里装飾鉢｣(S.85,Abb.25[口径21.5cn,高さ6.5cm,
P.04787])- ｢染錦牡丹図草花地文四万割文鉢｣(古伊万里 1975,図71[同書,
pp.227-228,iによれば,17世紀末,｢大明万暦年製｣銘 ｢献上手｣,P0.4787]).な
お,｢献上手 (舌)伊万里｣は,有田･辻家製作の宮中供御晶であり (加藤 1972,p.
315),あるいは,将軍家や大名領主 ･豪商の生活圏内の,優雅で豪華な極上品であり
(永竹 ･矢部 1989,pp.87,93,107[1973年版]),あるいは,関係する多くの名工が,
主として国内向けに製作した,絵具も描線も見事な特注品である (今泉 1987(a),p.
144.なお,今泉 1987(b),pp.134-135を参照).ただし,日本人研究者の近年の著作に
おける献上手あるいは献上伊万里の用語例を,寡聞な私は知らない.
(o)1690-1700年頃の ｢有田･伊万里様式蛇頭注器｣(S.87,Abb.28[高さ11.4cm,宿
17.2cn,P.0.4901].ここに,マイセン窯模造品2点 [1725-30年頃,P.E,5328a/
b]も掲載されている)- Reiche11980,S.92,図62u.S.151では,｢獣頭注器｣
(17世糸己末-18世紀初,P.0.4901)とされている.有田作品は.｢染錦波頭二丈鳥形注
器｣(古伊万里 1975,図34[同書,p.iによれば,1690-1700年頃,高さ11.4cm,｢伊万
里様式｣,P.0.4900])に,酷似している.同書,図35は,それのマイセン窯模造品 [同
書,p.iによれば,1725-30年頃,高さ11.2cm,P.E.5327a/b]である.
(p) (自磁器)｢有田 ･木葉浮彫 り皿｣(S.26,挿図上段 [17世弟己未,口径22cB),P_0.
707])- これは,｢(柿右衛門様式)伊万里 ･白磁輪花捻鉢｣(西田 1978,p.191,
Fig80[(ドレースデソ磁器博物館)])であろう.
(q) ｢有田･和下藍彩花文葉形皿｣(S.36,挿図上段 [17世紀末,幅32.3cm,P.0.1672])
- ｢染付花散らし囲七宝地文木葉形皿｣(古伊万里 1975,図79[同書,pp.229,jiに
よれば,かつて藍九谷と呼ばれていた染付伊万里で,｢いにしえびと｣銘,P.0.
1672]).
(ど)18世紀初の ｢有田･献上伊万里装飾十二角鉢｣(S.37,挿図 [口径24.4cm,高さ5.4
cm,P.04789].ここに,｢マイセ1/窯 ･献上伊万里装飾十二角鉢｣[1730年頃,P.E
5378]も掲載されている)- この模倣品は,｢染錦牡丹弓薬唐草文十二角鉢｣(古伊万
里 1975,図114[同書,p.iiによれば,P.E.5378])である.
(S)1690-1700年頃の ｢有田･伊万里様式ジョッキ (ヨーロッパ輸出品)｣(S38,挿図
[高さ15cm,P,0.4906])- これに酷似したものが,｢(有田)染錦蘭牡丹鳥囲B字文
手付壷｣(古伊万里 1975,図36[同書,p.iによれば,高さ14.6cm,P.0.4907])であ
る.
(t)1690-1700年頃の ｢有田･伊万里様式注器｣(S.46,挿図中段 [高さ8.4cm,幅14.2
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cm,P.0.4909])- ｢(有田)染鏡唐草文手付注器｣(古伊万里 1975,図32[同書,
p.iによれば,高さ8.2cm,ヨーロッパ製金具付き,P.0.4909]).
この中の (m)十二角鉢 (P04788)は,Reichel1980(S.97,図67)においては,五彩
磁器花文瓶2点 (S.98-99,図68-69[1715-30年,P.04795u.4796])とともに,上質の顔
料,豪著な彩色,丹念な絵付けによって特徴づけられる (S66)冒,記されている.後者の
2点の瓶は,｢(献上伊万里)色絵 ｢福｣銘花文瓶｣(英国学会 1994,p211,図216[1710-
1725年,P.0.4795u.4796])であり,｢染錦菊鳳風図二万割文瓶｣および ｢染錦菊唐草図二
万割文瓶｣(古伊万里 1975,図60-61[同書,p.iによれば,1720-1730年,P04796
u.4795])である.
(u)1725年頃の ｢マイセン窯 ･柿右衛門装飾注器｣(S80,Abb.20右 [高さ17.2cm,
P.E.5091a/b]).
(V) (自磁器)｢有田･円形浮彫り皿｣(S.26,挿図下段 [17世紀末,口径21.2cm,P.0.
706]).
(W) ｢有田･粕下藍彩福銘樹木十字文鉢｣(S.36,挿図下段 [口径20.4cm,高さ9.6cm,
P.0.1968]).
上記3点,(u)菊花文急須の祖形,(Ⅴ)皿 (Reiche11980,S.106,図77では,象徴的な
植物と鳥の浮彫りを持つ皿 [P0.4805].ヨ-ネウム番号は,両者とも同じで,Ⅳ:3.ド
レースデソ磁器博物虎によれば,両者の浮彫り文様は同じである),(W)鉢を,寡聞な私は
兄いだすことができなかった.
ドレースデソ磁器博物館によれば,同博物館で ｢柿右衛門｣が初めて用いられたのは,
1914年であり,｢司馬温公｣は (中国音 SzemaKuangとして)1928年,｢伊万里様式｣は
1954年であった.｢献上伊万里｣は,1990年のロンドンの展覧会 (英国学会 1994参照)以後
に用いられた.
上記 (C)五彩磁器八角皿,(g)五彩磁器丸皿と (k)青花磁器皿は,｢柿右衛門様式｣
に分類されるべきものであろう.また,上記 (m),(n)と (ど)の ｢献上伊万里｣鉢は,
｢古伊万里様式｣の極上品に分類されるべきものではなかろうか.このように,日本の学界
とドレースデンとでは,同じ作品に対する様式区分 ･編年などが異なっている.魁織的な学
術交流を要望するゆえんである.
(2) 中国における磁器の生産
(i)中 国 磁 器 前 史
磁器は,製紙法 ･印刷術 ･火薬 ･羅針盤と並ぶ,中国人の偉大な発明の一
つである.そして,磁器の特徴は,通常の粘土ではなく,カオリン (場合に
よっては陶石)を原料とすることにある.以下では,このカオリンを利用し
た中国陶磁器生産の歴史的展開の概略を辿ってみる.その場合,第 1に,私
は,独自の所見を持ちえていないので,単著の通史である矢部 1992の記述
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を,装飾種目別に私なりに要約し,さらに,それに対する補足ないし異論を
私が,平凡社版,『中国の陶磁』(未完)や中国学会 1991,などの僅かな文献
で知った場合には,それらの見解を,刊行年の新しいものから (訳書は原書
刊行年に位置づける),また,通論を先に,各論は後に,併記することとす
る.第2に,時期的には,ザクセン選帝侯フリードリヒ･アウグスト一世
(アウグスト強健侯)が没して,東アジア磁器の購入 ･収集がドレースデン
で停止された1733年,あるいは,もう少し下った,清朝薙正帝の末年,1735
年を下限とする.この時代は,一方では肥前磁器の輸出が減退し,他方では
マイセン磁器製作所が肥前磁器の倣製品を製作した時期であった.
(Ⅰ) 矢部 1992によれば,新石器時代の黄河下流地域,山東省では大枚口文
化 (紀元前45-35世紀)が栄えたが,その後期に,土器 ･陶器用の通常の陶
土ではなく,カオリン質の高い白色粘土を選別して,1200-1400度で焼成し
た自陶器が,生産されはじめた(1).
蓑 1998によれば,カオリンを含み,和英を施さない白陶器は,新石器時
代,紀元前30世紀頃に出現した.その焼成温度は1000度以下であった.商
(段)代 (紀元前16-11世紀(2) 末期の中国北部 ･河南省では,焼成温度は
1000度を越え,精赦な文様が器表に刻まれた(3).
中国学会 1991によれば,カオリンあるいは磁土を用いた自陶器の出現は,
黄河中流地域では仰者文化 (紀元前46-25世紀)の後期,黄河下流地域では
大技口文化 (紀元前41-23世紀)の後期,長江 (揚子紅)中流地域では大漢
文化 (紀元前39-25世紀)の時期であった,焼成温度は,黄河流域の場合,
全体として比較的高く,900-1050度で,大技口文化の白陶器は900度であっ
た.長江流域の場合,全体として低く,800-950度で,大深文化の白陶器は
600-880度にすぎなかった(4).
なお,焼物を焼成するための窯を見てみると,関口1998によれば,新石器
時代の中国北部には2種類の窯があった.一つは,｢堅式窯｣であった.この
窯では,焼成室の下に燃焼室が設けられ,焼成室の床には多くの孔 (通炎
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孔)が穿たれており,燃焼室で焚かれた炎は,通炎孔を通って,下から上へ
送り込まれた.今一つは,｢横式窯｣であった.この窯では,燃焼室は焼成室
の脇の下部に設けられ,炎は,燃焼室から,焼成室の床面に掘られた火道を
通って,上昇した.両者とも焼成室は平坦で,その平面は直径2メートルの
円形であった.また,焼成室の側壁は常設であるが,天井部分は,製品を詰
めた後,排煙孔を除いて,粘土で塗り固められた.製品は,焼成完了後に,
天井を壊して,取り出された(5).
(Ⅰ) 矢部 1992によれば,新石器時代の末期になると,カオリンを原料と
し,焼成温度が1200度に近い印文硬陶器が,中国南部で製造されはじめた.
型押しによる細かい表面文様が特徴的であった(6).
中国学会 1991によれば,焼成温度が高いために通常の陶器よりも硬い印
文硬陶器は,紀元前20世紀,二里頭文化前期の中国南部に出現した.この時
期は,黄河中流地域に樹立された中国最初の王朝-夏代 (紀元前21-16世
紀)に,相当した.印文硬陶器の素地は,｢原始青磁｣とほとんど同じであっ
たが,鉄分がやや多いために,紫 ･灰 ･黄を含んだ褐色を皇した(7),
なお,窯を見てみると,関口1997によれば,商代の中国南部 ･漸江省で印
文硬陶器を焼成した窯は,かなりの傾斜角度を持つ,全長約5メートルの
｢竜窯｣であった.窯の後部が煙出しとなっており,炎は,自然風力を利用
して,燃焼室から焼成室に送り込まれた.焼成室内に隔壁はなかった(8).
(Ⅲ) 矢部 1992によれば,青銅器よりも少し遅れて,商代中期,紀元前15世
紀に,中国北部 ･河南省から中国南部 ･江西省までの広範な地域で,青線
色 ･青黄色の ｢原始青磁｣(｢原始磁器上 灰粕陶器)が出現した.それは,カ
オリン分の高い粘土を原料とし,木灰汁を粕薬として,約1250度で焼成した
製品であったが,日本の研究水準から見れば,施粕陶器と見なされるべきで
ある(9).
今井 1997によれば,灰褐色あるいは暗褐色の原始青磁 (約1300度)は南代
中期から中国南部で生産された(10).
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中国学会 1991によれば,1200度以上で焼成される原始青磁は,商代中期,
紀元前16世紀頃から生産された.素地は灰白色あるいは灰褐色を皇し,粕色
は,青線色が最も多く,他の系統の巌色のものもあった.その主産地は,磁
土産出地域を多く持つ中国南部であった.磁器の条件は,原料の選択による
白色胎土,高温焼成による不透水性,および,高火度粕であるが,原始青磁
はこの3条件を充たしている(】1).
なお,窯を見てみると,関口 1998によれば,商代の中国南部 ･湖南省で
紘,直径 1メートル以下の円形竪穴窯で紅陶器が焼成された.製品と燃料を
窯に詰めて点火した後は,燃料はまったく追加されなかった (覆い焼き).こ
の窯の焼成温度は600-700度であった.この円形竪穴窯と同じ遺跡で,直径
約50センチの焼成室を持つ8字形竪穴窯も,発見された.この窯では,円形
竪穴窯に焚き口と燃焼室が付加されたために,燃料の追加と通風が可能と
なった.ここからは硬陶器と少量の原始青磁が出土した.焼成温度は約1200
度であった(12).
関口 1997によれば,商代末期の江西省には全長7メ-Tlノレ以上の竜窯が
あった.窯の床面はほぼ平坦であったが,燃焼室に加えて,薪を投げ込む孔
が,器物を置く焼成室の側壁に,設けられていた.この窯で生産された製品
のうち,原始青磁はきわめて僅かであった.戦国時代 (紀元前5-3世紀
末)の漸江省には,かなりの傾斜角度を持つ,全長約 6メートルの竜窯が
あった.焼成室最後尾に隔壁が,そして,隔壁下部には排煙孔が,設置され
ていた.この窯では,少量の原始青磁と印文硬陶器が,同時に焼成され
た(13).
(注)
(1)矢部 1992,pp.17-19.
(2)中国学会 1991,p.47.
(3)蓑 1998,pp.87-88.
(4)中国学会 1991,pp3.7,19-20,22,34,37-38.
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(5)開口 1998,pp.144-145.
(6)矢部 1992,pp.31-32,34.
(7)中国学会 1991,pp.47,68-69,80.
?
?
?
??
?
?
?
??
??
??
?
? ?
? ?
? ?
?
?
?
1997,p.136.
1992,pp.30-34,36.
1997,pp.85,89.
??
?
? ?? ??
1991.pp.70-73.75.
,pp.144-146.
,pp.136-137.
(i)青 磁
欠部 1992によれば,後漠の時代,1- 2世紀になると,漸江省北部で青磁
が出現した.この地域は戦国時代に越国であったので,その系統の窯は越州
窯と呼ばれる.中国北部では,北朝末期,6世紀から,西アジア伝来の植物
文様とインド伝来の達弁文様とを特徴とする青磁が,焼成された.越州窯は
唐代中期の8世紀後半以後,品格のある青磁を焼造した.粕色は,詩人に碧
玉と称えられるほどに,美しい線色となった.また,貼り付け,浮彫り,型
押しなどの多彩な技法によって,多種多様な文様が表現された.9世紀には
湖南省の長沙窯が,青磁窯から分派し,低品質の黄粕陶器の素地に,粕下に
鉄と銅で装飾する技法 (鉄絵と粕真紅)によって,粗雑な製品を大量生産
し,越州窯と並ぶ二大輸出窯に急成長した.南宋時代,12世紀半ばから越州
窯は衰退し,漸江省南部の龍泉窯が勃興した.しかも,龍泉窯の一部は,従
来の線色系青磁ではなく,11世紀後半に河南省の北宋官窯(1)が創り出してい
た,青色系 (｢粉青｣と呼ばれる,やや白い青色)の青磁を,焼成するように
なった.しかし,その素地は,官窯の陶胎あるいは半磁胎と異なって,やや
灰色を帯びた,ほぼ白色の磁胎であった.さらに,龍泉窯は元代,1300年頃
以後には,濃線色の青磁の生産を開始した.さまざまな文様を箆削り,型押
しなどによって作品の全面に施した,大型作品 (元様式)が特徴的であっ
た.この頃の龍泉窯は,線色,青色と濃緑色の3種の青磁を併焼したのであ
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る(2).
今井 1997によれば,西洋では磁器でなく,拓器に分類される青磁は,後漠
代中期に漸江省北部で完成され,次第に中国南部の広範な地域で生産される
ようになった.中国北部では,北朝末期,6世紀後半に,中国南部の青磁と
は異なる特徴を持った青磁が,出土するが,その産地はまだ明らかではな
い.南朝末期以後,中国南部では青磁の産地が拡大し,地域毎の作風の相違
がかなり明白となった.生産される器種としても,墳墓副葬品が姿を消し,
生活用品が中心となった.青磁の一種として長沙窯磁器が唐代に発展した.
その胎土は灰白色で,比較的きめが細く,一般に自化粧(3)が施されていた.
白化粧の結果として細は明るい黄色を呈し,自化粧の施されない部分は,育
磁和による青黄色を呈していた,褐色と線色に発色する顔料による粕下筆
描,および,西アジア的な文様の貼り付けと型押しが,独特であった.しか
し,これらの手法は,長沙窯の独創ではなく,前代の他の窯から継東された
ものである.長沙窯は唐代末期に衰退し,その様式は次の末代には継東され
なかった.唐代末期に越州窯は正真正銘の青磁を作り出した.粕色は,従来
の黄ばんだ,あるいは,灰色がかった色から,美しく澄んだ青色となった.
中国南部 .福建省では南宋代に,龍泉窯青磁と異なる種類の青磁が,登場し
た.それは,文様を櫛などで簡略に彫り込んだ魂や皿などの大量生産品で,
粕は光沢が強く,朽ち葉色を呈していた.その一部は輸出された.粉青色を
呈する自胎厚粕青磁は,南宋代中期,12世紀末から13世紀初頭に龍泉窯で出
現した.この龍泉窯製品は,民間窯青磁の最高峰であり,輸出もされた(4).
中国学会 1991によれば,石英-カオリンー綿雲母系の磁土が豊富に埋蔵
されている漸江省で,後漠代後期,2世紀に,青色粕の青磁が出現した.越
州青磁は1300度前後で焼成されたために,磁胎は焼結して,吸水性はなくな
り,透光性が比較的良好で,磁胎は粕と緊密に結合していた.磁胎がまだ灰
白色を皇していたことを除けば,これらの青磁は近代磁器の標準と一致して
いる.中国北部では,青磁は北貌 ･晴代初期から生産された.9世紀から長
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沙窯は,特徴ある青磁を焼成した.長沙窯の粕下彩技法は後世の発展の先駆
となった.南宋代中期に龍泉窯青磁は青磁の美の頂点を極めた.その原料は
石英-カオリンー雲母系で,景徳鋲磁器と同一類型であった.すなわち,龍
泉窯青磁は白胎青磁であった.ただし,粕の青色を深くするために,素地土
に鉄含有鉱物粉が添加された.代表的な青磁粕は,白色を帯びた,柔和で淡
雅な粉青粕と,粕層が厚いために,姦翠に比肩できるほど青く,光沢も強い
｢梅子青｣粕であった.粉青粕青磁の焼成温度はやや低く,1180-1230度
で,梅子青粕青磁のそれは高く,1250-1280度であった.しかし,胎質は両
者ともあまり敵密ではなかった(5).
なお,窯を見てみると,関口 1997によれば,後漠代の漸江省では,約10
メートルの竜窯で青磁が焼成された.床面の傾斜度は戦国時代のそれよりも
大きくなった.焼成温度は約1250-1300度であった.宋代の龍泉窯の竜窯
は,長さ約40150メートル (時には80メートル以上)で,窯の両側壁には投
薪孔があった.1回で2-3万点が焼成された.この竜窯を改造したもの
が,｢分室竜窯｣で,長い焼成室は,下部に数個の通炎孔を持つ隔壁によっ
て,多くの房に区分された.分室竜窯は漸江省ではすでに宋代に,｢階級窯｣
に発展した.階級窯の床面には段差があり,各段の長さは約4メートルで,
段差は25-40センチであった.段の部分に隔壁が,そして,隔壁下部に6-
7個の通炎孔が,設けられた.天井は,窯口から見て,直線であった.こう
して,竜窯の特徴であった,炎を一気に走らせ,炎の先端部に投薪孔から薪
を追加しつつ,高温を維持して,焼き上げる方法は,長い窯を隔壁によって
間仕切りすることによって,一房単位で焼成する方法に,変化した(6).
関口 1995(a)によれば,中国北部 ･駅西省で唐代に青磁を焼成した窯は,
｢半倒炎式鰻頭窯｣であった.窯は単室で,平面図は馬蹄形を呈し,窯の全
長は8メートル以上あり,焼成室の床面はほぼ平坦で,天井はアーチ形に
なっていた.炎は,焼成室よりも低い位置にある燃焼室から,側壁に沿って
上昇した後,窯奥の通炎孔-下降し,左右両端の煙突に吸い込まれた.唐三
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彩を焼成 した窯は,構造上は上記の窯と同じであったが,窯内温度の管理を
容易にして,美 しい和色を得るために,窯の親標は小さかった(7).
関口 1996によれば,中国北部の河北省や山東省の宋代の窯は,黄河流域で
新石器時代に出現 し,唐代にはぼ完成した半倒炎式鰻頭窯であった.窯は,
全長 7メー トル余 りで,窯壁外側の隔熟壁によって断熱されていた.燃焼室
の下部には,櫛(｢火格子｣)で区切られた地下室があった.この地下室は,
空気供給口であり,同時に,石炭 (燃料の変化 !)の燃え殻を落とし,掻き
出すために用いられた.この窯で,磁州窯系陶器も青磁 ･白磁器も焼成され
た.北宋代中期以後,中国北部の窯は石炭採掘場の近 くに築かれた(8).
中国学会 1991によれば,元代の龍泉窯に特徴的な青磁の大型作品は,焼成
温度の高度化と窯室内の温度差の均一化によって焼成されえたが,これは,
竜窯の改良,とくに,窯の長さの短縮によって,可能にされた.北宋代の竜
窯には,80メートル以上のものもあったが,元代の竜窯は40-50メー トル前
後となったのである(9).
(注)
(1)矢部 1992によれば,11世紀後半以後の北乗の官窯 (河南省所在)および12世紀以後の
南宋の二つの官窯 (漸江省所在)は,従来の巌色糸でなく,溌青色の,無比に高貴な青
磁を焼造した.ただし,これらの青磁の胎は,素地のガラス化が進んだ,灰白色の磁胎
ではなく,黒色の陶胎ないし半磁胎であった.この胎に粕が何層にも掛けられたため
に,胎土と粕薬との収縮率の違いから,複雑な併割れ,いわゆる ｢貫入｣が発現した.
矢部 1992,pp.165-166,199-200,204,207-208.今井 1997によれば,北宋官業の作品
と見なされてきた青磁の名品は,徽細な灰色胎土で作られ,高い気品と格調を備えてい
る.しかし,確実な通例も窯跡もまだ判明していない.鉄分の多い素地を用いた,南宋
官窯の青磁は,胎が灰異色を呈する陶器である.南宋官窯についても,不明な部分がな
お残されている.今井 1997,pp.116-120,125-129.さらに,中国学会 1991,pp.
265-268を参照.
＼
(2)矢部 1992,pp.76-78,104,110,138-141,152-156,159-160,204,206,208-
212,276-280.
(3)白化粧とは,白色でない粘土で成形した器物を焼成する前に,微細な白色粘土の泥嫌
を掛けて,装飾することである.
(4)今井 1997,pp.87-109,122-125,129-132.なお,今井 1997には,｢中国では景徳鎮
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窯産の狭義の｢磁器｣が主流となる時代の前に,長く青磁を中心に陶磁史が展開する歴
史があった｣(今井 1997,p.88),という記述も見られる.この記述に従えば,景徳鎮窯
の｢青白磁｣(これを白磁器と見なすとして)以前の北方白磁器は,狭義の｢磁器｣の範
噂に入らないのであろうか.
(5)中国学会 1991,pp.118-123,151-153,182-184,251-254.
(6)関口 1997,pp.137-141.
(7)関口 1995(a),pp.136-138.
(8)開口 1996,pp.134-139.さらに,長谷部 1996,pp.104-107を参照.
(9)中国学会 1991,p306.
(hi)自 磁 器
矢部 1992によれば,鉄分を除いた,白い磁土と無色透明な粕薬による高火
度日磁器(1)は,南北朝期の北斉の時代,6世紀後半に河南省で生産されはじ
めた.高火度白磁器粕は,青磁粕の中に含まれる鉄分を人為的に取 り除い
て,透明度を増大させた努力の所産であった.白磁器生産の中心は長らく中
国北部であった.とくに北宋初期,10世紀後半から河北省定窯で,淡い黄味
を帯びた,気品ある白磁器の秀作が,焼造された.青磁中心であった中国南
部でも,北宋初期,10世紀末から江西省の景徳鋲窯で,｢青白磁｣(粕に薄く
青味を帯びた白磁器)の生産が始まった(2).
蓑 1998によれば,北斉代に開発された自磁器は,すでに晴代,7世紀初め
には成熟し,唐代に開花した.景徳鋲窯における青白磁の生産は五代,10世
紀前半に始まり,その技術は11世紀後半に完成した.宋 ･元代には中国南部
の広範な地域,江西省 (景徳鋲など),福建省,広東省,広西地区,安徽省,
漸江省などでも,青白磁が生産された,明代になると,景徳鋲窯がめざまし
く発展し,そのために,他地方の白磁器窯は衰微した,明 ･清代における景
徳鋲窯の隆盛の原因は,白磁器の器面に装飾した,青花磁器と五彩磁器の生
産増大にあった.日本ではとくに16世紀の各地の遺跡から大量の白磁器食器
が出土するけれども,明 ･清代における景徳鋲やその他の民間窯の実態は,
ほとんど解明されていない(3)
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中国学会 1991によれば,北斉代の自磁器は,青磁からの発展途上にある初
期白磁器であった.胎と粕の白さ,器物の硬度および吸水率において,この
白磁器はまだ十分に成熟していなかった.白磁器は唐代,8世紀初めに河北
省と河南省で完成した.胎は,赦密で硬く,白色となり,粕もまた白色と
なった.宋代には中国南部の広範な地域で青白磁が生産された.明 ･清代に
なると,景徳鋲窯の白磁器の晶質がさらに向上した.すなわち,素地中のカ
オリン分の増加によって焼成の際の変形が減少し,原料の徽粉砕と不純物の
除去によって磁器の白きと透明度が増加し,焼成温度を高くすることによっ
て磁器の強度が増大したのである(4).
なお,窯を見てみると,関口 1995(b)によれば,中国北部の自磁器は単室
平窯 (｢鰻頭窯｣)で焼成された.景徳鋲の青白磁の窯の構造は不明であ
る(5).関口 1997によれば,景徳鋲以外の中国南部の青白磁と白磁器は,いく
らか改良された竜窯 (広東省と漸江省の宋代窯,および,福建省元代案)で
生産された(6).
ここで,福建省徳化窯の自磁器について一瞥する.矢部 1992によれば,徳
化窯は,明代末期,16世紀後半に,特色ある製品を生産しはじめ,晴代初
期 ･中期に最盛期を迎えた,異色の白磁器窯であった.光沢のある,黄白色
の自磁器製品,とくに,典雅な菩薩像あるいは聖母子像が,精赦な技をもっ
て焼造された.その製品はヨーロッパにも輸出され,ブラン･ド･シーヌ,
｢中国の自｣(blan°deChime)と賞賛された.年号銘では,清朝 ｢乾隆｣
(1736-95年)以前のものは製作年代と一致しない(7).
蓑 1998によれば,明 ･清代の白磁器民間窯として著名な唯一のものは,徳
化窯であった.これは,宋代にすでに青白磁窯として出現していたが,明代
莱,17世紀初めに,特色ある日磁器窯となった.16世紀後半に技術が変革さ
れ,作風が転換したのであろう.その最盛期は18世紀末までであった.徳化
窯白磁器の特色は,素地と粕とがほとんど完全に一体となって,透明感のあ
るガラスのような肌合いに見えることである.その美しきは,中国の他の窯
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の自磁器には認められないものである.徳化窯の製品は日常飲食器や人形類
などであった(8).
中国学会 1991によれば,唐 ･宋代の中国北部の自磁器の原料は酸化アル
ミニウムを比較的多く含み,焼成時の化学反応を助ける物質 (媒熔剤- 松
局)が少ないために,その胎は撤密さに欠けており,透明度もあまり高くな
かった.それに対して,徳化窯の原料には珪酸と酸化カリウムが比較的多く
含まれているために,焼成によって,ガラス質が多くなり,磁胎は敵密とな
り,透明度が非常に高くなった.また,徳化窯自磁器の胎と粕には,酸化第
二鉄の含有量がとくに少なく,酸化カリウムの含有量が非常に多いために,
製品は純白となった.清代の徳化窯の主要製品は日用器物であった(9),
清代に関するカー 1983によれば,徳化窯の製品は1410-1435度の連房式
登窯で焼成された.18世紀初頭までは日常用器皿が多く作られ,その後,製
作は人形美酌こ切り替えられた(10).
し汀)
(1)矢部 1992によれば,西欧では,磁器は,青花磁器と五彩磁器とを含む白磁器に限られ
ており,東洋の青磁は磁器に含まれない.矢部 1992,pp.33-34.
(2)矢部 1992,pp.105-106,184,186-190.
(3)蓑 1998,pp88-91,94,115-116,1191126,130-131.蓑 1998によれば,唐代の白磁
器や宋代の定業白磁器の胎土は,純粋なカオリンだけではなく,他の成分をも含んでい
た.蓑 1998,p.86.さらに,今井 1997,p.96:弓場 1995,pp.96-98を参照.
(4)中国学会 1991,pp.154-155,186-190,244-251,346.
(5)関口 1995(b),p.140.
(6)開口 1997,p141.
(7)矢部 1992,pp.464-468.
(8)蓑 1998,pp120,13ト132.
(9)中国学会 1991,pp350-351,391.
(10)カー 1983,pp.210-212,217.
(iv)青 花 磁 器
矢部 1992によれば,清々しい青に発色する耐熱顔料 (コパル日 で,白磁
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器素地に文様を筆描し,透明粕を施した後で高温焼成する,青花磁器 (日本
で染付と呼ばれる)は,元の時代,14世紀初頭に,それまで青白磁を焼造し
ていた景徳鋲窯で,生産されはじめた.すでに元代末期,14世紀半ばには青
花磁器の様式が確立された.絵画的素材を中山に置き,その周囲を濃密な文
様で埋め尽くして,緊張感あふれる大型作品 (元様式)が,製作された.元
様式を創造した2窯の作品,すなわち,彫り込みによって文様を表現する龍
泉窯青磁と,筆彩で文様を表わす景徳鋲窯青花磁器とを比較すると,青花磁
勤 ま一般民衆に対して,青磁よりもはるかに直哉的な魅力を持っていた.こ
のために,元代以後,景徳鋲は中国磁器生産の最大の中心地となった.コバ
ルト顔料は,広大なモンゴル帝国に隣接する酉アジア･イスラム圏から,檎
入された.明朝の権威が失墜していく嘉靖代 (1522-66年)には,景徳鋲の
民間窯は製品に ｢嘉靖｣の銘を書き込むようになった.明代末期の万暦代
(1573-1620年),遅くとも17世紀初めには景徳鋲窯は,五彩金彩磁器 (｢金
欄手｣)に倣って,元様式に替わる,新しい文様の青花磁器を完成させた.
皿 ･鉢で見ると,中央の円窓に,山水 ･人物などの主文様を位置させ,その
周囲に蓮弁文様をめぐらせ,中間部分には多種多様な幾何学文を措き込み,
さらに,蓮弁文の内部にも,小規模な画題あるいは幾何学文を配した.壷 ･
瓶では,いくつかの窓が胴部に配された.この窓絵構図法による万暦民間様
式 (日本で ｢芙蓉手｣と呼ばれる)青花磁器は,大量生産されて,西方世界
の王侯 ･富豪を魅了した.清代初期に景徳鋲窯は,内戦によって被害を蒙
り,とくに,中国南部における鄭成功などの反清勢力を封じ込めるための貿
易禁止令 (1656-84年が滞朝鎖国時代であった)によって,輸出市場の多く
を失ったけれども,青花磁器の新しい様式を発展させていった.つまり,
1640-50年代に,そして,清朝の第一の繁栄期であった康賢帝の治世
(1662-1722年)の初期にも,万暦民間様式がまだ民間窯の主力製品であっ
たが,すでに1660-70年代に新様式-の転換が進み,1680年代には清朝民間
様式が成立した.万暦民間様式の濃密な縁取り文様は取り払われ,たっぷり
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と余白を取って,山水,人物,花鳥などの絵画文様が,繊細に措かれるよう
になったのである.西欧の研究者たちが干支銘で編年している,いわゆる
｢移行期様式｣の磁器は,1630-60年代ではなく,60年繰り下げて,1690-
1720年代の作品とすべきである(I).｢移行期様式｣の作品と呼ばれるものは,
絵画的意匠表現,すなわち,清朝民間様式,の典型である.確立した清朝民
間様式の場合,余白が器表に占める割合は,1670-80年代の作品よりもはる
かに大きくなり,彩画工の冴えた技巧が上品な魅力を醸し出した(2)(3)
中沢 ･長谷川 1995によれば,景徳鎮窯の青白磁に関わるいくつかの装飾
技法が,14世紀前半期に急速に相互影響し,試行錯誤を経て,元様式の青花
磁器 (英語でブル-･アンド･ホワイト(4)と呼ばれる)が完成した.元様式
青花磁器の主要な特徴は,同時代の中国の他の窯の作品と同じように,大作
主義にある.元代初期まで織細な小型青白磁を作っていた景徳鋲窯が,大作
中心に転換した背景の一つは,大型作品の多くが西アジア･イスラム諸国か
らの注文品であったことに,起因する(5).
中国学会 1991によれば,本格的な青花磁器は14世紀半ばに出現した.景徳
鋲窯の素地原料は,宋代の青白磁にあっては陶石のみであったが,元代の青
花磁器では陶石とカオリンとの混合物に変化した.青花磁器の粕も,青白磁
の青白色から透明な白色に変化した.明代後期には中国南部の広範な地域,
江西省 (景徳鋲以外),漸江省,福建省,広東省などの窯でも,青花磁器が製
造された.この時代の青花磁器には,｢福上 ｢寿｣などの吉祥文字を文様の一
部としたものがある.明代後期の民間窯の青花磁器高級製品には,｢造｣など
の款歳が記され,日用品には,｢福｣,｢富貴佳器｣,｢長春佳器｣などの吉祥語
の銘が記された.清朝康照代民間窯の青花磁器の特徴は,青色の鮮明さ,育
色の濃淡さまざまな色層,および,国柄の主題の多様さであった.大型作品
も多く製作された.康無代民間窯の製品には,康無の年款が禁止されていた
ために,明代の年款がしばしば書き込まれた.高級製品の場合,他の種類の
磁器を含めて,｢堂上 ｢軒｣などの款誠も記された(6).
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明末 ･清初期に関する西田･出川 1997の内容を私なりに要約すれば,忠
絵梼図法 (万暦民間様式)青花磁器 (日本で芙蓉手,ヨーロッパでカラック
磁器と呼ばれる)は,中国で1550年頃から1660年頃まで生産された.1600年
頃には,最も複雑な枠取り文様が措かれた.1610年頃から1640年頃までの大
量輸出時代には,ヨーロッパからの見本に基づく器形も,製作された.1640
年頃から1660年頃までの時期は,窓絵構図法 (万暦民間様式)の末期であ
り,主文様も縁文様も簡略化された.しかも,窓絵構図法 (万暦民間様式)
による磁器生産の中心は,日本-肥前に移った.中国で1620年頃から1700年
頃まで生産されたのが,煩雑な装飾を取 り除いた,余白の多い ｢明末清初
手｣(移行期様式)青花磁器である.最古の明末清初手青花磁器は,｢天啓5
(1625)年｣銘の鉢2点である.明末清初手青花磁器の第 1期は1645年頃ま
でで,主たる文様は中国人物図であった.日本向けの ｢古染付｣もこれに含
まれる.第2期は1660年頃までで,主たる文様は花枝文 ･山水人物文などで
あった.マイケル ･-ッチャーの一括引揚晶がこれに含まれる.第 3期は
1660年頃からで,新しい様式が出現してきた.細やかに描写された楼閣人物
図に,詩文が書き加えられたのである.清朝鎖国時代にも,現実には中国磁
器の私貿易は,規模を縮小しつつ継続していた.輸出が再開されると,日本
の五彩磁器の好評に刺激されて,窓絵構図法 (万暦民間様式)と明末清初手
文様を五彩で措いた磁器が,主流となった.16世紀半ば頃から福建省で,厚
い白粕の上に,主として窓絵構図法 (万暦民間様式)によって,動物 ･植物
などを素朴に描いた青花磁器の大皿 ･壷が,生産され,輸出された.日本で
｢呉州手J,ヨーロッパでスワトウ･ウェアと呼ばれる製品である(7).
明末 ･清代前期に関する非常に難解な論文,メドレー1983によれば,過渡
期様式前期 (1600年以前から17世紀半ば,一部は1683年頃まで)の青花磁器
の一つは,窓絵構図法 (万暦民間様式)の皿であった.皿の周縁部の文様の
一部は,ヨーロッパの原図に基づいていた (チュ-1)ップ文様など).さら
に,さまざまな形態の瓶や壷もあった.文様は,まず絵画的なもの,とく
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に,山水図と人物図であった.次に花井文も流行した.この花井文が康照代
の後期過渡期様式を確立した.後期過渡期様式の製品には,山水図や山水人
物図も措かれた.康照代の中期になると,主要な文様は絵画調 (清朝民間様
読)と窓絵構図法 (万暦民間様式)で描かれ,青色顔料の発色が鮮やかと
なった.文様の意匠としては,文学作品の場面や人物,後には,ヨーロッパ
の原画に基づく人物 ･風景があった.康照代の末期には,非常に精細な文様
を施すために,滑石 (石鹸石)を素地に加える技法が開発され,この技法に
よって小型の作品が製作された.青花磁器の作風は康照代の後半から形式化
し,この債向は,次の薙正代 (1723-35年)になると,完全に定着した.精
選された胎土,優美な粕薬,完壁な焼成技術にもかかわらず,製品に情感が
乏しくなったのである(8).
なお,窯を見てみると,関口 1995(b)によれば,元代後期の景徳鋲の窯
は,竜窯を大きく改良したもので,全長約20メートル,床面の傾斜度は12度
であった.短い前室と長い後室の間は括れていた.この窯の製品のごく一部
が青花磁器であった.明代中期の景徳鋲には2種類の窯があった.一つは,
長さ約8メートルで,窯の中央部が括れており,元代後期の景徳鋲の窯の後
室を半分以下に縮小させたものである.後室部分の高温維持のために,側壁
には投薪口が設けられていたであろう.床面の傾斜度は元代後期の窯のそれ
よりも小さかった.高温が必要な自磁器 (青花磁器と五彩磁器素地を含む)
は,この窯においても,元代後期の窯においても,前室でのみ焼成可能で
あった.今一つは,馬蹄形の窯であった,その全長は僅か約3メートルで,
幅は全長よりもやや小さかった.床面の傾斜は,従来の窯とは逆に,焚き口
から奥壁方向に低くなっており,傾斜角度は約13度であった.6個の通炎孔
が,奥壁の最下部に設けられ,煙道に通じていた.この窯で1回に約2千点
の碗が焼成された.この馬蹄形窯は,中国北部で発達した鰻頭窯の一種と見
なされる.清代に完成した ｢鋲式窯｣は,全長10-20メートル,床面はほぼ
平面で,焼成室は前面の幅を広く,天井も高くし,窯奥は低く細くなってい
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た .窯は隔熱壁に よって断熱 されていた .燃焼室 で燃 えた炎 は ,高 く上昇
し,天井壁に沿 って半転 し,高い煙突の吸引力に よって,窯奥-勢い よく走
り,こうして,焼成室後方部分の温度 も上昇 した(9).
(注)
(1)香港芸術館所蔵の青花磁器,｢莫卯｣重石人物文瓶は,西田 ･出川 1997(p.32,図
28, ｢青花人物花枝鳥文瓶｣)とメドレー 1983(p.145,図133,｢青花山水文机形瓶｣)
では,1663年作と見なされているのに対して,矢部 1992(pp.422,423,474,図Ⅴ-
99, ｢染付人物文等式瓶｣)では,1723年作とされている.
(2)矢部 1992,pp.281-293,299,364,386-387,411,416-418,422-423,425.なお,
矢部 1992によれば,1620-30年代に景徳素案が日本向けに生産し,日本の茶人に愛好
された青花磁器があった.日本で ｢古染付｣と呼ばれる,それらの磁器は,景徳鋲窯と
しては粗雑な製品であり,主として皿や茶道道具 (水指など)であった.｢古染付｣で
は,万暦民間様式の特徴の一つであった,帯の文様はほとんど取り払われ,中国絵画詞
の主題 (山水国など)だけが,たっぷりと余白を残して,自由関連に措かれた.矢部
1992,pp.398-403.さらに,西田･出川 1997,pp.119-124を参敵
(3)松尾 1998(a),p.123,荏(6)で私は,｢ホ-ソーン｣の名称から早合点して,梅文瓶を
素三彩としたが,この装飾方式はその後の調査で誤りと判明した.青花磁器自梅花枝文
有蓋壷に訂正する.康照代景徳鋲窯のこの粕下藍彩磁器 (高さ25cm)の文様は,ドレ一
スデソ磁器博物館において,サンザシ模様 (hawthorn-pattern)あるいは五月花模様
(mayflower-pattern)と呼ばれていた.Zimmermann1923,Bd.1,S.238-239,372;
Zimmermann1923,Bd.2,S.20u.Taf81.メドレー1983(p.146,図135)の ｢青花白
梅文壷｣(通高26皿,康照代)が,それの類似品である.なお,粕下コバル トによる白抜
き文様の英語表現 "againstblueground"紘,中沢 ･長谷川 1995では,日本語で ｢青
花｣,｢藍粕｣,あるいは,｢瑠璃地｣とされている.中沢 ･長谷川 1995,pp.148-150.
(4)英語で B`lue-and-white",blue-and-white-porcelain,blue-paintedporcelain(藍彩磁
器)であり,ドイツ語ではBlauweiL5-Porzelan(青白磁器.青花磁器以前の景徳蘇葉主
力製品の青白磁と紛らわしいので,青色白色磁器と訳すべきかもしれない),in
UnterglasurblaubemaltesPorzelan(粕下藍彩磁器)と称される.
(5)中沢 ･長谷川 1995,pp.99,101.
(6)中国学会 1991,pp.309-314,3201321,339-340,3551357,362-363,372-374,
396-397.
(7)西田･出川 1997,pp.95-112,123,128,133-140.なお,西し田･出川 1997によれ
ば,1983-84年にアムステルダムで競売された-ッチャー引揚品は,1640年代に南海で
沈没した中国船のものとされているが,正確な沈没年代は不明である.この引揚品に
は,山水人物だけを描いた,康無代の (つまり,清朝民間様式の)作品と見紛うばかり
の,青花磁器皿が含まれる.西田･出川 1997,pp.103,108.また,西田 1983によれ
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ば,清代に西欧へ輸出された,最古の紋章入り青花磁器は,1692年のイギリス貴族のも
ので,康照磁器の作例である.西田 1983,p.246.
(8)メドレー 1983,pp.153-161.
(9)開口 1995(b),pp140-144.さらに,青花磁器に必須のコパルt.顔料については,辛
沢 1995,pp.138-139を参照.
(Ⅴ)五 彩 磁 器
矢部 1992によれば,高温で焼き上げた白磁器,あるいは,青花磁器,の和
上に,赤,蘇,黄色などの顔料で彩色し,低火度でさらに一回あるいは数回
焼成した,華麗な五彩磁器 (日本で赤絵,色絵あるいは錦手と呼ばれる.中
国の粉彩磁器も,本稿では五彩磁器に含める)は,14世紀,元代末期 ･明代
初期の景徳鋲で創始された.文様は基本的には元様式であった.その場合,
自磁器の上に文様が,赤を基調にして描かれ,金彩は施されなかった.明代
半ばを過ぎた嘉靖代になって,赤を基調とし,線 ･黄 ･青などを和上に用い
た五彩磁器が,爆発的に流行するようになった.この結果として,景徳鎮民
間窯の主要製品は青花磁器から五彩磁器に移った.しかも,特徴的なこと
に,五彩磁器の上にさらに金彩を施して,低温焼成した,豪華絢欄たる磁
慕,五彩金彩磁器(1)(日本で ｢金欄手｣と呼ばれる)が焼造されるようになっ
た.この五彩金彩磁器になると,元様式に代わって,いくつもの窓枠を設け
て,その中に文様を描く窓絵構図法と,色面や幾何学文様でもって余白を埋
め尽くす地文潰し構図法とが,創案された.清代初期,1640-60年代に景徳
鋲窯は,日本で ｢南京赤絵｣と呼ばれる五彩磁器を生み出した.この ｢南京
赤絵｣の特徴は,余白をあまり残さない構図法,細密画法と,鮮やかに発色
する上絵具であった.1650年代にはすでに五彩磁器の新様式が誕生してい
た.従来からの窓絵構図法と地文潰し構図法に加えて,余白を十分に残し
て,主題を絵画のように描く構図法 (清朝民間様式)が,完成したのであ
る.絵画的表現の典型的作品である五彩磁器,いわゆる ｢移行期様式｣五彩
磁器の場合,磁胎は純白であり,絵付けは,細密でありながら,整然と統一
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されていた.康無代には粉彩磁器が開発された.粉彩は,西洋の瑞郷の技術
を導入して,多彩な色を自由自在に発色させる技法であった.景徳鋲窯にお
ける絵画志向が,この粉彩磁器を生み出したのである.なお,18世紀前半に
は,肥前五彩磁器 (｢柿右衛門様式｣および ｢古伊万里様式｣)の模造品が,
景徳鏡で製作され,西欧に輸出された(2).
中国学会 1991によれば,景徳鋲の民間窯は明代初期には,政府の禁令のた
めに五彩磁器をほとんど製作しなかった.嘉晴代以後になって,五彩磁器の
生産が増加した.それは主として五彩であり,いくらかは青花五彩と五彩金
彩であった.明朝官窯製品と比較すると,民間窯製品の胎はやや厚く,作り
はかなり粗雑であった.清朝康無代には五彩磁器の大型作品も製作された.
五彩磁器の文様の題材は多種多様であり,描線は簡索で力強く,彩色は鮮や
かであった.康照 ･薙正代になると,康照五彩の基礎の上に粉彩磁器が発展
した.粉彩の上絵付け焼成温度は約700度と比較的低く,用いられる彩色が
通常の五彩磁器の場合よりもはるかに多いために,粉彩磁器の色彩は軟らか
い感じになり,全体が秀麗淡雅となった.その図案は,花鳥,人物故事,山
水画などであった.後には図案は繁縛になった.宿代の款識は,青花磁器の
項ですでに紹介した(3).
明末 ･清初期に関する西田･出川 1997によれば,明末清初手五彩磁器は,
すでに17世紀中頃にはヨーロッパに輸出された,｢呉州手｣五彩磁器は,｢呉
州手｣青花磁器と同じ窯で,16世紀後半から生産された.それが日本に輸入
されたのは,主として17世紀第2四半期であった(4).
明末 ･清代前期に関する長谷部 1983によれば,五彩磁器は清代に中国陶
磁器の主流となった.日本にもたらされた ｢南京赤絵｣など,さまざまな様
式の明末 ･清初期五彩磁器にほぼ共通するのは,色合いや色どりに関する工
夫,および,細かいモチーフを魁み合わせた意匠である.さらに,五彩磁器
で,その文様が,欧米で移行期様式と呼ばれる青花磁器に規似したものもあ
る.それらの五彩磁器は,絵画風の自由な意匠を持ち,表現は丁寧で,色合
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いも美しい.それらの総体としての明末 ･清初期の五彩磁器には,明代の多
くの五彩磁器とは異なった新しさが認められる.その新しさが,康照初年以
後に現れる,清新で自由な絵画風文様の康無五彩磁器に,結実していった.
康照五彩磁器の初期,17世紀後半のものは,明末 ･清初風のモチーフを残し
ながら,全体として整理された意匠を示す,壷や皿である.1700年頃から民
間窯は,さまざまな意匠を持つ大壷,瓶,皿などを,輸出用に大量生産し
た.rとくに,｢柿右衛門様式｣磁器の模造品は,18世紀前半の輸出磁器の主要
部分を占めた.また,18世紀初頭から,紋章入りの西欧輸出品五彩磁器が増
加した.薙正代の五彩磁器は,しばしば粉彩と併用された.粉彩は,五彩の
一種で,狭義の五彩の延長上にある.狭義の五彩の赤が鉄呈色であるのに対
して,粉彩特有の紅彩は,金によって発色し,紫紅色から淡いピンク色まで
多様に変化し,文様に柔和な気分を与えた(5).
明末 ･清代の輸出磁器に関する西田 1983によれば,第1期,明末 ･清初期
には過渡期様式の青花磁器が輸出磁器の中心であり,磁器の意匠は中国のそ
れであった.しかし,五彩磁器-の移行も進行した.第2期以後は,五彩磁
慕,しかも,西欧的な器形と文様を持つ磁器が,輸出磁器の中心となった.
第2期,康照代は1690年頃から1720年頃までで,基準は,1690年のオラン
ダ･ロッテルダム市の暴動を措いたヤソ･スメルツィング(6)作の銀メダルの
文様を写した青花磁器皿である.この時期の代表的な輸出磁器は,線彩系の
康照五彩磁器であった.｢中国伊万里｣もあった.これは肥前輸出磁器の模造
品であるが,肥前磁器とまったく同じ作例は,きわめて少ない.1720年代以
後の第3期の特徴は,薙正代に完成した粉彩磁器であった.｢1728｣年銘の碗
と皿は完全な粉彩技法によるが,この碗と皿は,1728年鋳造のオランダ銀貨
を写して,同年直後に焼成された.なお,型による彫塑的五彩磁器で最古の
ものは,18世紀初めのフランス貴族人形である(7).
清代に関する中沢 1996によれば,1685年にドイツ人力シアス(8)が開発し,
瑞塀の顔料に用いられたカシアス紫 (五彩磁器の展開過程で開花した粉彩技
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法に特徴的な桃紅色顔料)が,1716年には貿易港広東で製造されていた.氏
間窯は1720年代初めにすでに,ヨーロッパ貴族の紋章を付けた,あるいは,
広東を描いた,粉彩磁器を輸出していた.その一部は広東で絵付けされ
た(9).
英国学会 1994によれば,｢古伊万里様式｣磁器は1710年頃から中国で盛ん
に模造された.1740年代に肥前磁器がヨーロ(yパ市場を失った原因は,この
｢中国伊万里｣の輸出拡大であった(10).
ここで,清朝勃興期の五彩磁器のさまざまな名称をとりまとめておこう.
中沢 1996によれば,鉄の呈色による赤は従来,五彩磁器の基調色として印象
深く用いられてきた.しかし,康照代の五彩磁器では,赤は控え目に使わ
れ,鋼呈色の線彩が鮮やかとなった.この種の五彩磁器は,ヨーロッパでは
ファミーユ ･ヴェル ト (緑手)と呼ばれている(ll).康照五彩磁器,録手,
ファミーユ ･ヴェル トfamileverteはさらに,線彩系,あるいは,硬彩 (軟
彩と対比して)と称される場合もある.それに対して,粉彩磁器は洋彩 (西
洋珪郷技法の導入 ･展開から),軟彩 (硬彩と対比して),紅手,あるいは,
ファミーユ ･ローズ familerose(後二者は多様な赤色から)とも呼ばれ
る(12).
(注)
(1)明代後期の景徳鋲民間窯の五彩磁器(｢金禰手｣など)において,主要な製品は,粕下
青を文様表現の一部に用いない,上絵付けだけの製品であった.矢部 1989,pp99-
100.
(2)矢部 1992,pp.357,366-369,388-389,412-414,419-424,444-446.なお,日本で
｢呉州手｣･｢呉州赤絵｣と呼ばれる,奔放な絵付けの五彩磁器は,景徳鋲窯系の窯で
生産された,万暦民間様式に繋がる,輸出用製品である.矢部1992,pp.3831386.ただ
し,青色顔料のコバルト-｢呉須｣と区別するための ｢呉州｣の用語法は,西田･出
川 1997(p133)による.明代の五彩磁器については,さらに,矢島 1996,pp.86-
125を参照.
(3)中国学会 1991,pp.345-346,375-376,379-381.
(4)西田･出川 1997,ppllト112,134-140.
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(5)長谷部 1983,pp.162-165,185-187.
(6)同じ情景の金 ･銀 ･錫メダルを刻んだのは,オランダ国立アムステルダム博物館に
よれば,ヤーコプ･スメルツィソク (JacobSmeltzing)である.
(7)西田 1983,pp.23ト232,240-244,248.
(8)1685年以前に ｢カシアス紫｣あるいは ｢紫金｣を発明したのは,ドイツ磁器博物館に
よれば,アンドレーアス ･カシウス (AndreasCassius)である.
(9)中沢 1996,pp.120,126-130.
(10)英国学会 1994,pp.33,233.
(ll)中沢 1996,p.113.
(1-2)佐藤 1983,p.139を参照.
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